
サッカーワールドカップから思うこと ～長所を伸ばす～ 

副校長 宇田川 真 

4 年に一度開催されるサッカーワールドカップ（以下「W 杯」）。今回は中東のカタール

で開催されています。日本でも、2002 年に韓国と共同で開催されました。ついこの間…

と思っていたのに、20年も経ってしまっていたことにびっくりです。 

 今回の W杯に出場するメンバー26 人の中で、海外で活躍している選手が 19 人います。

20 年前は数人しかいなかったのに、ここ数年で日本選手のレベルが上がってきているの

だと感じます。世界の国々の代表選手にも引けを取らない、スキルや技術を持った選手た

ちが増えてきているのだと思います。スピードがある選手、テクニックがある選手、正確

なキックができる選手…。それぞれの個性を生かして代表に選ばれています。 

 

 さて、ここでひとりの選手を紹介します。元ブラジル代表。名前は、ロベルト・カルロ

ス・ダ・シウバ・ローシャ。日本では、通称「ロベカル」。現役時代は、世界最高の左サイドバックと称さ

れ、その強力なキックは「悪魔の左足」と呼ばれていました。 

彼は幼少期から父と共に働き、貧しい家庭を支えました。自宅から 20km の距離にある繊維工場まで通う

バス代が払えなかったため、いつも走って通っていたそうです。また、少年時代は家から学校までの距離が

十数キロあったそうですが、毎日走って通学していました。このような環境であったため、13 歳までサッ

カーボールを蹴ったことすらなかったそうです。しかし、小さいころからサッカーが好きで、プロのサッカ

ー選手になる夢をもっていたカルロスは 14 歳のとき、プロの選手を輩出しているクラブチームにスカウト

されて入団。チームの中では、体が細く、小さいために（中学生時代は 140cm、大人になって 168㎝：プロ

サッカー選手としてはかなり低め）競り負けたり、からかわれたり、試合に出してもらえなかったりするな

ど、つらい目に遭います。しかし、「自分らしいプレイで立ち向かうんだ。」という父の励ましの言葉を思い

出し、誰にも負けないスピード（100m：10秒 4）と強烈なキック力（時速 140km）に磨きをかけ、家を出て

からたったの２年でトップチームに入り、プロのサッカー選手としてデビューすることができました。さら

に、19 歳のときにブラジル代表に選ばれ、3 度 W 杯にも出場しました。2006 年ドイツ W 杯を最後に代表引

退。代表通算 125 試合出場。DF ながら 11 得点という輝かしい成績を収めました。 

 

小学生というこの時期は、学校の生活や学習に各自の個性が表れるようになり、他者との比較により、自

分の能力を感じ取っています。しかし、「好きだからがんばる。」「嫌いだからやらない。」という意識が強く、

欠点を補うために長所を伸ばしていこうという意識はほとんどもっていません。学校では、勉強や運動だけ

でなく、日ごろの生活の仕方など多様な観点から、子供のよいところを褒め、認め合う取り組みを行ってい

ます。また、自分の長所や短所を知ることの大切さについても気付かせるようにしています。 

お子さんにどんな長所や短所があり、長所を伸ばそうとして取り組んだことにどんなことがあるのか話

し合ってみるのもいいですね。そして、短所を補うために長所を伸ばすことの大切さに気付かせましょう。

お子さんは、「絵が上手だね。」とか「部屋をきれいにしているね。」と褒められると、そのことを、よりが

んばろうとします。このことは、自分の目標に向かって努力していこうとする態度や意欲を養うことにもつ

ながるのではないでしょうか。 
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学芸会を終えて 

                                    学芸会委員長    塚本 照恵 

  前回の学芸会は、現在の５年生と６年生しか経験していません。それ以外の学年にとっては、初めての行事でし

た。まずは、無事に開催できたことを嬉しく思っております。感染症予防対策へのご協力ありがとうございました。行

事を通して成長する子どもたちの姿に、心を動かされた方も多いのではないでしょうか。 

次回こそは、全校児童の演目を皆で楽しみながら、お互いに切磋琢磨できる環境になっていることを願うばかり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（↑体育館にくじらの雲がやってきた！）              （↑迫力たっぷりの群読「スイミ－」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （↑美しいハーモニーで優雅な演奏）             （↑元気いっぱい、カラフルなステージ！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （↑歌と振り付けで魅了されるストーリー）            （↑最高学年として貫禄たっぷりの演技） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （↑リハーサルで先輩の演技を鑑賞しました）      （↑プログラムは６年選抜チームの作品） 

１年生 ２年生 

３年生 ４年生 

５年生 ６年生 



【保護者会お知らせ】 

２学期まとめの保護者会を全学年実施いたします。保護者の皆様の参加をお待ちしています。 

＜日程・時程＞ 

日付 学年 時間 

１２月５日（月） ５年・６年 １４：３０～１５：００ 

 ４年 １５：１５～１５：４５ 

１２月６日（火） ２年・３年 １４：３０～１５：００ 

 １年 １５：１５～１５：４５ 

＜各学年・学級の会場＞ ※理科室（２階）、第２音楽室（３階）、家庭科室（４階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【冬休みの生活について】 

１１月はふれあい月間を通して子どもたちの友人関係を見つめ直し、学校全体で思いやりの心を育む様々

な活動を行ってきました。温かな雰囲気の中で教育活動を行えるよう、引き続き努力してまいります。ご家

庭でも小さな変化を見逃さないよう、見守りをお願いいたします。  

２学期も残すところ１か月となりました。１２月２４日（土）からは冬休みが始まります。  

冬休みは、年末年始の行事が続き、社会性を育てる良い機会でもあります。ぜひ家族の一員として責任あ

る仕事を任せたり、年末年始の行事や遊びで日本のよき伝統文化に触れたり、お手伝いや礼儀作法を学んだ

りするよい機会です。楽しく温かい時間をご家族でお過ごしいただけたらと思います。しかし、お金に関わ

るトラブルが多いのも冬休みの特徴です。お年玉等、お金の使い方につきましても、ご家庭で話し合ってい

ただきますとありがたいです。そして、事故に遭わないように自分の行動と周りの状況をよく確認して生活

できるよう、お願いします。 

 

【３学期はじめの主な行事など】 

〇１月１０日（火）：始業式 B時程 ４時間授業〈下校 １２：２０頃〉 

〇１月１１日（水）：集団登校始（13日（金）まで）給食始 ６年計測  

B時程 ４時間授業〈下校 １３：１０頃〉 

〇１月１２日（木）：委員会活動 ５年計測 避難訓練 

〇１月１３日（金）：４年計測 B時程 ５時間授業〈下校 １４：０５頃〉 

 

【お知らせ・お願い】 

冬季休業中も引き続き、毎日の検温とスマート連絡帳、または健康観察表への記入をお願いします。

始業式に担任が確認します。冬季休業中、お子様が発熱等の体調不良になった場合は、かかりつけ医等にご

相談いただくとともに、同居するご家族を含め、新型コロナウイルス感染症の疑い等が生じた場合には、速

やかに学校へご連絡くださいますようお願いします。学校閉庁日（12/29～1/3）以外の平日は、午前 8時 15

分～午後 4時 45分まで職員が勤務しています。 

住吉小学校  ０４２－３６１－６３１９ 

 

１―１ 理科室 ４－１ 理科室 

１－２ 家庭科室 ４－２ 家庭科室 

２－１ 体育館 ５－１ 体育館 

２－２ 体育館 ５－２ 体育館 

３－１ 第 2音楽室 ６－１ 理科室 

３－２ 家庭科室 ６―２ 第二音楽室 

３－３ 理科室 ６－３ 家庭科室 


